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平成 24年度　教育・福祉と防災充実予算

特別委員会が国のエネルギー政策の検討状況を
調査し、国に再度説明を要請
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六ヶ所村
議会だより 第２０号（2）

平成 24年
３月定例会

130 億2000 万円の一般  会計を可決会計を可決

３月定例会のあらまし３月定例会のあらまし
　

平
成
24
年
３
月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
13
日
ま

で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
古
川
健
治
村
長
が
新
年
度
予
算
の
大
綱
と

施
政
方
針
「
教
育
・
福
祉
と
防
災
充
実
予
算
」
と
位
置

付
け
、「
財
政
基
盤
の
確
立
と
公
正
で
透
明
性
の
高
い

行
政
運
営
が
基
本
」
と
し
な
が
ら
、
村
政
の
対
応
等
に

つ
い
て
表
明
。

　

24
年
度
の
11
会
計
の
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
23
年
度

の
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
お
よ
び
一
部
改
正
な
ど
36

件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鳥
谷
部
正
行
議
員
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
大
臣
に
対
し
て
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参

加
反
対
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
発
議
が

あ
り
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
陳
情
２
件
を
審
議
し
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の

参
加
反
対
の
意
見
書
を
求
め
る
陳
情
」
は
採
択
、「
土

地
の
損
害
賠
償
及
び
価
格
調
整
を
求
め
る
陳
情
」
は
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
４
議
員
が
村
政
全
般
に
わ
た
り
厳

し
く
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.

rokkasho.jp/

）
内
の
「
六
ヶ
所
村
議
会
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

県から譲り受け村営となった県から譲り受け村営となった
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六ヶ所村
（3）第２０号

平成 24年
３月定例会

平成 24年度　教育・福祉と防災充実予算平成 24年度　教育・福祉と防災充実予算

130130 億億20002000 万円の万円の一般  会計を可決一般  
各会計総額は約 180 億 8600 万円

　

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
７
つ

の
特
別
会
計
な
ら
び
に
３
つ
の
公
営
企
業
会
計
合
わ
せ

て
１
８
０
億
８
５
７
８
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し

２
億
９
０
１
２
万
、１
．
６
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
総
額
１
３
０
億
２
０
０
０
万
円
で
、
前
年

度
に
対
し
、６
０
０
０
万
円
、０
．５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
全
体
の
50
％
以
上
を
占
め
る
村

税
で
、
総
額
は
68
億
５
８
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
対
し

２
億
５
０
０
万
円
の
増
。
そ
の
主
な
も
の
は
、
固
定
資
産
税

の
59
億
６
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
尾
駮
診
療
所
の
老
朽
化
な
ど
に
伴

う
（
仮
称
）
総
合
医
療
福
祉
施
設
の
整
備
、
平
成
25
年
４

月
開
校
予
定
の
倉
内
・
平
沼
小
学
校
の
統
合
小
学
校
の
整

備
、
避
難
施
設
な
ど
へ
の
非
常
用
発
電
機
の
整
備
な
ど
で
、

26
億
３
９
０
０
万
円
。

　

な
お
、
村
の
23
年
度
末
の
財
政
状
況
は
、
積
立
金

が
62
億
円
、
歳
入
の
不
足
を
補
う
た
め
の
借
入
金
が

43
億
３
０
０
０
万
円
、
上
下
水
道
な
ど
の
公
営
企
業
会
計
を

加
え
た
借
入
金
は
１
３
６
億
７
０
０
０
万
円
で
、
26
年
度
か

ら
は
年
間
約
10
億
円
の
償
還
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

予
算
の
内
容

前年度比 1.6％減

平成 24年度各会計当初予算の状況
会　　計　　名 本年度予算額 前年度予算額 比　　　　較

一　般　会　計 １３０億２０００万円 １３０億８０００万円 ▲６０００万円

国民健康保険特別会計
（事業勘定） １２億７６８７万円 １２億６１５７万６千円 １５２９万４千円

後期高齢者医療特別会計 ５８５７万円 ５８７８万３千円 ▲２１万３千円

国民健康保険特別会計
（尾駮施設勘定） ６億５５２２万９千円 ６億５５０５万４千円 １７万５千円

国民健康保険特別会計
（千歳平施設勘定） １億５８２万８千円 ８８６４万４千円 １７１８万４千円

介護保険特別会計
（保険事業勘定） ９億１１０万８千円 ８億９５４８万３千円 ５６２万５千円

定住促進特別会計 ２５２０万１千円 ２５２０万２千円 ▲１千円

土地区画整理特別会計 ３億４１８９万２千円 ６億６９２２万３千円 ▲３億２７３３万１千円

水道事業会計 ４億７８８１万９千円 ３億６１３５万４千円 １億１７４６万５千円

農業集落排水事業会計 １億１４５４万５千円 １億１６３１万７千円 ▲１７７万２千円

下水道事業会計 １１億７７１万９千円 １１億６４２７万円 ▲５６５５万１千円

合　　　計 １８０億８５７８万１千円 １８３億７５９０万６千円 ▲２億９０１２万５千円
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平成 24年度の注目事業 生活に直結する事業をチェック生活に直結する事業をチェック

平成 24年
３月定例会

教　育

倉内・平沼小学校統合整備事業　１４億８０３８万円
今年度の予算の主なものは
校舎・講堂グラウンドなどの整備
統合小学校の開校予定は
来年４月を予定

高等学校生徒通学費等補助金　９２４万円
対象者は　
村外の高校に入学している生徒
助成額は
５０００円／月で 22年度からの継続事業

乳幼児医療費給付事業　１億８８９１万円　　
どんな事業なの
村内の中学生以下の入院・外来などの医　　
療費を負担して無料にするもの
村内の中学生以下の子どもを持つ親はだ　　
れでも対象になるの
ある一定の所得を超える方は対象になり　　
ません。詳しくは福祉課まで

（仮称）総合医療福祉施設整備事業　９億７７５９万円
今年度の予算の主なものは
用地取得、造成工事、建物建設など
開設予定は
平成 26年８月の予定

福　祉

来年４月開校めざし急ピッチで進められる建設工事来年４月開校めざし急ピッチで進められる建設工事

（仮称）総合医療福祉施設の完成予想図（仮称）総合医療福祉施設の完成予想図
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平成 24年度の平成 24年度の注目事業注目事業
平成 24年
３月定例会

防　災

非常用発電機整備事業　１億８１２５万円
　　どこへ設置するの
　　泊小・泊中・千歳平小・千歳中・第二中
　　に設置する

環　境

産　業

消費拡大助成補助金事業　６５０万円
どのようなものなの
地域の消費拡大を図るため、商品券１万 2千円分を　　
１万円で発行。その差額分を助成するもの
今年は、いつ頃予定しているの
８月頃予定している

住宅用新エネルギー設備導入支援事業　６００万円
補助の対象は
住宅として使う建物に新たに太陽光発電システムを導
入する個人又は法人
補助金の額は
４．８万円／ｋｗで最大５．０ｋｗ（２４万円）まで

入浴施設利用者補助金　６００万円
対象者は
70歳以上
どのようなサービスを受けられるの
村内の入浴施設が無料で利用できます
送迎バスも運行していますので、ご利用　　
ください。

太陽光を活用した尾駮小学校太陽光を活用した尾駮小学校

東日本大震災で活躍した役場に設置された非常用発電機東日本大震災で活躍した役場に設置された非常用発電機
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問　

宮
城
県
は
２
月
17
日

に
気
仙
沼
市
の
が
れ
き
の

一
部
を
、
東
北
町
が
受
け

入
れ
て
処
理
す
る
合
意

書
を
取
り
交
わ
し
た
。
こ

れ
は
、
む
つ
小
川
原
港
ま

で
海
上
輸
送
し
、
東
北
町

の
中
間
処
理
業
者
が
破
砕

処
理
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
３
月
１
日
に

は
八
戸
市
も
岩
手
、
宮
城

両
県
と
が
れ
き
受
け
入
れ

の
基
本
協
定
を
結
ん
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
受
け
入
れ
基
準

や
、
破
砕
処
理
、
焼
却
処

理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
処
分

の
方
法
が
あ
る
と
思
う

が
、
村
で
も
震
災
の
が
れ

き
処
理
に
つ
い
て
、
何
か

協
力
で
き
な
い
も
の
か
。

答　

宮
城
県
気
仙
沼
市
か
ら

の
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
は
、
震
災
で
発
生

し
た
木
く
ず
を
海
上
輸
送

し
、
東
北
町
の
民
間
業
者
が

ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
な
ど
に
再

利
用
す
る
と
の
こ
と
で
、
こ

の
受
け
入
れ
に
は
村
も
合
意

書
を
取
り
交
わ
し
、
気
仙
沼

市
に
対
し
承
認
し
た
。

　

指
摘
の
件
に
つ
い
て
は
、

震
災
が
れ
き
の
不
燃
ご
み

は
、
青
森
県
か
ら
の
調
査
に

対
し
、
村
の
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
で
可
能
な
限
り
受

け
入
れ
で
き
る
旨
の
回
答
を

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
可
燃
ご
み
に
つ
い

て
は
、「
北
部
上
北
広
域
事

務
組
合
ク
リ
ー
ン
ペ
ア
は
ま

な
す
」
で
の
焼
却
処
理
と
な

る
こ
と
か
ら
、
構
成
町
村
で

あ
る
野
辺
地
町
、
横
浜
町
と

協
議
を
重
ね
、
住
民
の
理
解

を
得
な
が
ら
前
向
き
に
検
討

し
て
い
く
。

問　

農
業
公
社
の
事
業
の

実
施
状
況
・
公
営
牧
場
の

利
用
状
況
・
整
備
状
況
・

今
後
の
整
備
予
定
は
。

答　

二
又
放
牧
場
の
整
備

は
、
放
牧
牛
の
事
故
防
止
、

牧
草
地
の
有
効
利
用
の
た

め
、
平
成
11
年
度
か
ら
13
年

度
で
１
億
４
０
０
０
万
円
の

事
業
費
で
草
地
更
新
、
避
難

舎
、
牧
区
再
編
、
草
地
管
理

用
機
械
、
車
庫
な
ど
の
整
備

を
し
て
い
る
。

　

90
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
公
営

牧
場
の
利
用
は
、
１
日
平
均

約
１
５
０
頭
前
後
で
推
移
し

て
お
り
、
利
用
農
家
数
は
30

戸
と
な
っ
て
い
る
。
一
番
草

の
60
％
は
放
牧
牛
が
利
用

し
、
残
り
40
％
を
乾
草
に
調

整
し
て
酪
農
家
に
販
売
し
、

二
番
草
に
つ
い
て
も
25
％
を

乾
草
と
し
て
収
穫
販
売
し
て

い
る
。

　

牧
草
の
生
育
状
況
は
、
播

種
か
ら
11
年
経
過
し
て
い
る

も
の
の
、
追
肥
、
掃
除
刈
り

な
ど
を
行
っ
て
管
理
し
て
い

る
が
、
草
地
の
土
壌
診
断
に

よ
る
と
一
部
改
善
が
必
要
な

箇
所
が
見
ら
れ
る
た
め
、
昨

年
春
の
追
肥
か
ら
成
分
、
施

肥
量
の
改
善
を
図
っ
た
。

　

今
後
の
事
業
計
画
と
し
て

は
、
数
年
前
か
ら
農
業
総
合

公
社
総
会
に
お
い
て
草
地
更

新
の
必
要
性
を
求
め
る
意
見

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
の

畜
産
公
共
補
助
事
業
を
活
用

し
て
、
草
地
更
新
と
草
地
管

理
用
機
械
の
導
入
を
平
成
25

年
度
か
ら
五
ヵ
年
計
画
で
進

め
て
い
く
。

平成 24年３月定例会

一般質問

気仙沼市から受け入れたがれきの山（MO港）気仙沼市から受け入れたがれきの山（MO港）

岡 

山 

勝 

廣 

議
員

東日本大震災で発生したがれきの
受入れに協力できないか

問

前向きに健闘したい答

指摘のあった二又放牧場の入り口付近指摘のあった二又放牧場の入り口付近
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六ヶ所村
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問　

原
子
力
災
害
が
起
き

た
場
合
の
住
民
避
難
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
県
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、

下
北
半
島
５
市
町
村
に

絞
っ
て
検
証
し
た
が
、
そ

の
中
に
本
村
は
含
ま
れ
て

い
な
い
と
新
聞
に
報
道
さ

れ
た
。
防
災
道
路
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
村
民
か
ら

村
の
対
応
に
不
満
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
村
長
は
村
民

の
思
い
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
、
今

後
の
対
応
策
も
含
め
て
伺

い
た
い
。

　

ま
た
、
村
長
は
こ
れ
か

ら
、
原
子
力
防
災
道
路
整

備
な
ど
の
要
望
活
動
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
行
く
考
え
な
の
か
。

答　

村
長
に
就
任
以
来
、
道

路
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
十
分
に
認
識
し
、
17
年
度

に
村
内
の
防
災
道
路
構
想
の

調
査
を
委
託
し
、
防
災
対
策

上
重
要
な
避
難
道
路
10
路
線

に
つ
い
て
、
18
年
に
青
森
県

お
よ
び
当
時
の
二
階
経
済
産

業
大
臣
に
直
接
整
備
の
必
要

性
を
訴
え
て
き
た
。

　

ま
た
、
22
年
８
月
お
よ
び

同
年
９
月
に
県
に
対
し
要
望

し
た
結
果
、
国
道
３
３
８
号

倉
内
バ
イ
パ
ス
の
拡
幅
延

長
、
旧
鷹
架
小
学
校
の
急

カ
ー
ブ
の
解
消
に
着
工
し
、

出
戸
バ
イ
パ
ス
と
県
道
戸
鎖

バ
イ
パ
ス
に
着
手
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

　

本
職
と
し
て
は
、
村
が
要

望
し
て
き
た
道
路
整
備
に
つ

い
て
は
万
全
と
は
言
い
が
た

い
こ
と
か
ら
、
機
会
あ
る
ご

と
に
国
、
県
、
県
選
出
国
会

議
員
な
ど
に
要
望
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う

な
一
連
の
対
応
が
理
解
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
は
大
変
残
念

に
思
っ
て
い
る
。
報
道
さ
れ

て
い
る
不
満
の
声
は
真
摯
に

受
け
と
め
て
対
応
し
て
い

く
。

　

今
後
は
、
議
会
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
原
子
力
発
電
所

に
係
る
関
係
市
町
村
長
会
議

は
も
と
よ
り
、
横
浜
町
な
ど

隣
接
市
町
村
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
遅
々
と
し
て
進

ま
な
い
路
線
に
つ
い
て
は
、

県
な
ど
に
強
い
決
意
を
持
っ

て
整
備
を
求
め
て
ま
い
り
た

い
。

問　

中
志
集
会
所
は
狭
く
、

暖
房
設
備
が
整
っ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
一
刻
も
早
く
改

修
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

答　

中
志
集
会
所
は
、
昭
和

54
年
に
木
造
平
屋
建
て
で
、

延
べ
床
面
積
約
60
坪
、
集
会

室
は
約
50
畳
の
広
さ
で
、
こ

れ
ま
で
駐
車
場
の
舗
装
を
は

じ
め
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
、

屋
根
な
ど
の
維
持
補
修
を
実

施
し
て
き
た
。

　

現
在
、
当
自
治
会
か
ら
集

会
所
の
改
修
な
ど
の
要
望
は

な
い
が
、
地
域
住
民
が
利
用

し
や
す
い
集
会
所
の
整
備
は

重
要
な
こ
と
か
ら
、
自
治
会

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
前
向

き
に
検
討
し
て
い
く
。

問　

村
は
教
育
の
充
実
と

い
う
こ
と
で
、
他
町
村
に

な
い
多
く
の
予
算
を
か
け

て
い
る
が
、
そ
の
結
果
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
次
の
３
点
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

⑴
子
供
の
学
力
の
レ
ベ
ル

　

に
つ
い
て

⑵
学
習
塾
の
利
用
状
況
に

　

つ
い
て

⑶
特
別
な
支
援
を
要
す
る

　

児
童
生
徒
へ
の
対
応
は

　

ど
う
し
て
い
る
の
か

答　

１
点
目
に
つ
い
て
は
、

「
青
森
県
学
習
状
況
調
査
」

の
結
果
、
村
内
に
９
校
あ
る

小
・
中
学
校
の
う
ち
５
校
が

県
平
均
点
を
上
回
り
、
上

十
三
地
区
の
中
で
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
成
績
を
お
さ
め
て
い

る
学
校
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

　

今
後
は
学
校
間
の
差
を
縮

め
て
い
く
こ
と
が
村
全
体
の

レ
ベ
ル
を
さ
ら
に
高
め
て
い

く
た
め
の
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
開

講
し
た
20
年
度
は
１
６
５

名
の
受
講
生
で
ス
タ
ー
ト

し
、
そ
の
後
、
90
名
、
52
名

と
減
少
し
、
23
年
度
は
62
名

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
子
供
た
ち
の
学
力
の
現

状
と
大
き
な
関
連
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
現
在
の
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
を
大
切
に
し

つ
つ
、
学
習
習
慣
の
確
立
と

い
う
所
期
の
目
的
の
達
成
状

況
を
見
極
め
な
が
ら
、
今
後

の
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
は
、
各

校
に
「
学
校
教
育
支
援
員
」

を
複
数
配
置
し
、
特
別
な
支

援
を
要
す
る
子
供
た
ち
を
ケ

ア
す
る
体
制
を
整
え
る
と
と

も
に
、
教
職
員
を
対
象
に
特

別
支
援
教
育
に
関
す
る
研
修

会
を
実
施
す
る
な
ど
、
個
に

応
じ
た
指
導
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
４
月
か
ら
中
央

公
民
館
内
に
「
教
育
相
談

室
」
を
開
設
し
、
相
談
員
に

特
別
支
援
教
育
の
専
門
家
を

配
置
し
、
い
じ
め
や
不
登
校

問
題
の
み
な
ら
ず
、
特
別
支

援
教
育
に
も
、
き
め
細
か
な

相
談
活
動
や
指
導
・
助
言
に

努
め
、
児
童
・
生
徒
は
も
と

よ
り
保
護
者
へ
の
支
援
の
充

実
に
も
努
め
て
い
く
。

平成 24年３月定例会

一般質問

鳥
谷
部
正
行 

議
員

原子力災害時の避難道路の実現に向け、
どのように取り組んでいくのか

問

横浜町など隣接市町村とも連携を図りな
がら県などに強い決意で整備を求める

答

改修の指摘を受けた中志集会所改修の指摘を受けた中志集会所



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第２０号（8）

問　

住
民
の
悲
願
で
も
あ

る
温
水
プ
ー
ル
の
建
設
計

画
は
あ
る
の
か
。
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
の
時
期
、
場

所
、
既
存
の
プ
ー
ル
の
取

り
扱
い
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答　

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
全
般
の

現
状
と
温
水
プ
ー
ル
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
、
多
目
的

ド
ー
ム
な
ど
の
事
業
化
に
向

け
た
整
備
方
針
に
つ
い
て
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
調
査
を

委
託
す
る
と
と
も
に
、
庁
内

策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て

検
討
を
進
め
て
い
る
。
そ
の

内
容
を
踏
ま
え
て
計
画
を
立

て
て
い
き
た
い
。

　

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
法

的
な
規
制
や
財
源
な
ど
を
勘

案
し
た
う
え
で
、
事
業
効
果

や
利
便
性
な
ど
を
考
慮
し
、

早
い
時
期
に
実
現
し
た
い
。

　

な
お
、
既
存
の
プ
ー
ル

は
、
引
き
続
き
使
用
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

問　

今
年
の
積
雪
は
地
域

環
境
は
も
と
よ
り
、
今
後

の
農
作
業
な
ど
に
与
え
る

影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
る
と
思
う
が
、
村

は
次
の
３
点
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

⑴
各
地
域
に
あ
る
ご
み
収

　

集
場
所
に
つ
い
て

⑵
遅
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

　

れ
る
農
作
業
対
策

⑶
各
地
域
に
あ
る
消
火
栓
・

　

防
火
水
槽
の
管
理
対
策
。

答　

１
点
目
に
つ
い
て
は
、

収
集
所
の
新
設
、
修
繕
お
よ

び
維
持
管
理
費
を
各
自
治
会

な
ど
に
補
助
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
収
集
場
所
の
選
定
は

自
治
会
に
お
い
て
除
排
雪
作

業
の
支
障
な
ど
を
考
慮
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
収
集
所
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
１
カ
所
あ

た
り
年
間
１
万
円
を
補
助
し

て
お
り
、
そ
の
中
で
各
自
治

会
な
ど
に
お
い
て
適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　

今
後
、
改
善
す
べ
き
点
が

あ
れ
は
協
議
し
て
ま
い
り
た

い
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
農

作
業
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

す
る
た
め
、
春
先
に
播
種
お

よ
び
収
穫
す
る
農
産
物
に
対

し
融
雪
剤
の
購
入
に
係
る
費

用
の
一
部
助
成
を
実
施
す
る

た
め
、
助
成
額
な
ど
の
算
定

を
急
い
で
い
る
。

　

ま
た
、
農
道
な
ど
の
除
雪

に
つ
い
て
も
、
農
業
者
の
労

働
力
の
軽
減
と
農
業
経
営
の

安
定
化
を
図
る
た
め
各
自
治

会
な
ど
と
協
議
を
し
て
ま
い

り
た
い
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
は
、
冬

期
の
積
雪
を
考
慮
し
、
す
べ

て
の
消
火
栓
、
防
火
水
槽
に

標
識
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
防
火
水
槽
に
つ
い
て

は
、
取
水
時
マ
ン
ホ
ー
ル
の

ふ
た
を
あ
け
な
く
て
も
取
水

で
き
る
よ
う
、
村
独
自
に
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

　

冬
期
間
の
消
防
水
利
の
確

保
に
は
、
消
防
署
と
消
防
団

が
連
携
し
除
排
雪
の
対
応
を

し
て
い
る
。

　

豪
雪
と
な
っ
た
今
季
は
、

消
防
署
員
が
連
日
対
応
し
、

消
防
団
は
５
回
出
動
し
、
各

担
当
地
域
の
消
防
水
利
の
確

保
に
努
め
て
き
た
。

問　

旧
エ
ー
・
ア
イ
・
エ

ス
の
固
定
資
産
税
の
未
収

額
は
い
く
ら
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
ど
の

よ
う
な
回
収
方
策
を
と

り
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
る
考
え
か
。

答　

固
定
資
産
税
の
滞
納
は

あ
る
が
、
地
方
税
法
上
の
守

秘
義
務
か
ら
答
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

未
収
金
の
回
収
に
つ
い
て

は
、
督
促
や
催
告
を
行
っ
て

き
た
が
、
青
森
地
方
裁
判
所

か
ら
破
産
手
続
開
始
決
定
の

通
知
が
あ
っ
た
時
点
で
滞
納

処
分
が
で
き
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
破
産
管
財
人
が

破
産
手
続
を
進
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
、
村
の
固
定
資
産
税

な
ど
の
債
権
は
、
随
時
弁
済

さ
れ
る
財
団
債
権
に
分
類
さ

れ
、
破
産
管
財
人
か
ら
財
団

債
権
の
配
当
を
実
施
す
る
旨

の
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
去
る
２
月
13
日
に
債
権

の
請
求
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

村
と
し
て
は
、
破
産
手
続

の
推
移
を
注
視
し
な
が
ら
適

切
な
債
権
管
理
に
努
め
て
ま

い
る
。

問　
（
仮
称
）
総
合
医
療

福
祉
施
設
の
完
成
後
の
、

尾
駮
診
療
所
の
利
活
用
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答　

移
転
を
予
定
し
て
い
る

現
在
の
尾
駮
診
療
所
・
保
健

相
談
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
や
跡

施
設
の
利
活
用
を
検
討
す

る
「
尾
駮
診
療
所
跡
施
設
等

活
用
方
策
庁
内
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
活
用
方
法

を
調
査
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

所
在
地
域
は
市
街
化
調
整
区

域
で
都
市
計
画
法
に
よ
る
用

途
変
更
の
制
限
を
受
け
る
た

め
、
社
会
福
祉
施
設
、
学
校

施
設
、
医
療
施
設
、
宿
泊
施

設
な
ど
へ
の
利
活
用
は
困
難

で
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
た

が
、
可
能
な
限
り
村
民
の
有

効
活
用
を
図
る
た
め
に
、
多

目
的
機
能
を
有
す
る
総
合
的

な
施
設
と
し
て
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

平成 24年３月定例会

一般質問

髙
橋　

文
雄 

議
員

住民の悲願である温水プールの建設計
画はあるのか

問

早い時期に実現したい答



議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（9）第２０号

平成 24年３月定例会

一般質問

問　

村
の
防
災
拠
点
施
設

（
役
場
分
庁
舎
３
階
）
を

よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
考

え
が
な
い
か
。

　

ま
た
、
役
場
付
近
に
進

め
る
公
共
施
設
建
設
計
画

の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答　

防
災
体
制
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
た
め
に
も
防
災
拠

点
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
十

分
認
識
し
て
い
る
が
、
原
子

力
発
電
所
に
係
る
防
災
対
策

を
重
点
的
に
充
実
す
べ
き
地

域
の
範
囲
（
Ｅ
Ｐ
Ｚ
）
拡
大

や
再
処
理
工
場
の
Ｅ
Ｐ
Ｚ
の

見
直
し
の
動
向
、
津
波
に
よ

る
浸
水
な
ど
を
考
慮
し
、
新

た
な
防
災
拠
点
を
設
置
す
る

た
め
の
条
件
整
備
を
具
体
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

現
庁
舎
は
再
処
理
工
場
の

Ｅ
Ｐ
Ｚ
内
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
防
災
拠
点
施
設
の
建
設

は
、
六
ヶ
所
消
防
署
の
移
転

も
視
野
に
、
国
の
動
向
な
ど

を
見
極
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
文
献
に
よ
る
と
、

過
去
に
本
村
に
来
襲
し
た
最

大
津
波
高
さ
は
４
．
３
メ
ー

ト
ル
と
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ

き
村
が
作
製
し
た
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
浸
水
地
域

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

浸
水
地
域
に
は
少
な
く
と
も

不
特
定
多
数
の
人
が
利
用

す
る
公
共
施
設
は
建
設
す
べ

き
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。

　

建
設
を
計
画
し
て
い
る

（
仮
称
）
総
合
医
療
福
祉
施

設
は
海
抜
15
メ
ー
ト
ル
以
上

の
場
所
を
選
定
し
た
と
こ
ろ

で
、
現
在
、
県
が
新
た
に
津

波
に
よ
る
浸
水
想
定
を
行
っ

て
い
る
が
、
現
地
点
で
は
既

存
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
基
本
と
し
、
そ
の
浸
水
想

定
区
域
内
に
は
不
特
定
多
数

の
人
が
利
用
す
る
公
共
施
設

は
建
設
し
な
い
方
向
で
考
え

て
い
る
。

問　

富
ノ
沢
地
区
農
用
地

の
未
使
用
と
な
っ
て
い
る

圃
場
の
除
礫
作
業
や
暗
渠

排
水
の
整
備
を
進
め
る
考

え
が
な
い
か
。

　

ま
た
、
同
地
の
冬
期
間

の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
年
中
栽
培
が
可
能
と

な
る
ハ
ウ
ス
の
建
設
や
誘

客
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
で
き
な
い

か
。

答　

同
地
区
は
、
57
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
用
地
面
積
を
有

し
、
現
在
、
46
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
村
内
の
農
業
者
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。

　

現
在
未
利
用
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
３
区
画
７
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
そ
の
う
ち
２
区

画
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
機
械
お

よ
び
人
力
で
除
礫
や
排
水
整

備
を
計
画
し
て
い
る
。
残
り

の
１
区
画
は
、
栽
培
試
験
を

行
っ
て
き
た
が
、
傾
斜
地
の

う
え
、
土
壌
が
粘
土
質
の
た

め
排
水
が
悪
く
、
圃
場
条
件

と
し
て
は
極
端
に
悪
い
こ
と

か
ら
整
備
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
圃
場
を
利
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
開
催
は
、
駐
車
場
確

保
の
圧
雪
作
業
に
加
え
、
テ

ン
ト
や
ス
テ
ー
ジ
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
用
施
設
の
設
営
が
必

要
と
な
り
、
優
良
な
圃
場
を

損
壊
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
も

あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
同
地
区
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
で
あ
る
老
部
川

農
免
農
道
は
、
冬
期
閉
鎖
区

間
で
あ
る
た
め
除
雪
が
必
要

と
な
る
こ
と
や
、
圃
場
へ
の

進
入
路
は
急
勾
配
の
た
め
来

場
者
の
交
通
安
全
上
で
問
題

と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
冬

季
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
難
し
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　　
　
　

鳥
山　

義
隆 

議
員

村の防災拠点施設を充実させる考えは
ないか

問

六ヶ所消防署の移転も視野に、国の動向
を見極めたい

答

耕作が進む富ノ沢農用地耕作が進む富ノ沢農用地
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平成 24年３月定例会

議案審議など

条　

例　

制　

定

条　

例　

制　

定

●
酪
農
振
興
セ
ン
タ
ー
条
例

●
酪
農
振
興
セ
ン
タ
ー
維
持
補
修
基
金
条
例

　

青
森
県
で
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
た
青
森
県
酪
農
振
興
セ

ン
タ
ー
が
村
に
無
償
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
施
設
の
設

置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
や
当
該
施
設
の
維
持
補
修
に

要
す
る
経
費
を
対
象
に
し
た
県
補
助
金
を
財
源
と
す
る
資
金

を
積
み
立
て
る
た
め
制
定
し
た
も
の
の

条　

例　

改　

正

条　

例　

改　

正

●
課
設
置
条
例
の
改
正

●
国
際
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
条
例
の
改
正

　

組
織
・
機
構
の
見
直
し
に
伴
い
、
国
際
交
流
課
の
分
掌
事

務
を
国
際
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
に
移
管
す
る
た
め
改
正
し
た

も
の

●
公
営
住
宅
管
理
条
例
の
改
正

　

公
営
住
宅
法
の
改
正
に
伴
う
入
居
資
格
を
改
正
す
る
も
の

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
単
身
者
で
も
入
居
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

酪
農
振
興
セ
ン
タ
ー
っ
て
ど
ん
な
施
設
な
の
？

酪
農
振
興
セ
ン
タ
ー
っ
て
ど
ん
な
施
設
な
の
？

・
施
設
の
業
務
目
的

　

酪
農
家
か
ら
預
託
さ
れ
た
乳
用
雌
子
牛
を
一
定
期
間

育
成
し
、
種
付
け
後
、
初
妊
牛
と
し
て
酪
農
家
に
引
き

渡
す
預
託
事
業
を
行
う
施
設
で
、
昭
和
44
年
に
青
森
県

が
本
村
に
設
置
し
、
本
年
４
月
に
無
償
譲
渡
さ
れ
た
も

の
。

・
所 

在 

地

　
　

六
ヶ
所
村
大
字
平
沼
字
田
面
木
２
６
３
番
地

・
面　

  

積

　
　

４
３
６
．
３
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
（
う
ち
半
分
以
上
は
草
地
）

・
預
託
頭
数

　

１
日
あ
た
り
約
６
０
０
頭

・
利
用
割
合

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
で
、
六
ヶ
所
村
（
56
％
）、

　

東
北
町
（
33
％
）、
そ
の
他
（
11
％
）

・
施
設
の
運
営

　

ゆ
う
き
青
森
農
業
協
同
組
合
が
預
託
事
業
に
伴
う
酪

農
家
か
ら
の
使
用
料
を
徴
収
し
て
運
営

・
使 

用 

料

　

村
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
・
法
人
は
、
１
日
あ
た

り
４
８
０
円

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
は
、
村
の
公
共
施
設
の
う
ち
民
間

事
業
者
な
ど
に
管
理
・
運
営
を
委
ね
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
や
コ
ス
ト
削
減
が
期
待
で
き
る
施
設
を
、
民
間
会
社
な

ど
に
包
括
的
に
代
行
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
４
月
か
ら
新
た
に
村
の
施
設
と
な
っ

た
酪
農
セ
ン
タ
ー
な
ど
２
施
設
の
指
定
管
理
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

指　

定　

管　

理

指　

定　

管　

理

・
施
設
名
称

　
　

酪
農
振
興
セ
ン
タ
ー

・
指
定
管
理
者

　
　

ゆ
う
き
青
森
農
業
協
同
組
合

・
指
定
管
理
料

　
　

０
円

・
指
定
期
間

　
　

24
年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間

・
施
設
名
称

　
　

鷹
架
野
鳥
の
里
森
林
公
園

・
指
定
管
理
者

　
　

株
式
会
社　

鳥
谷
部
建
設
工
業

・
指
定
管
理
料

　
　

３
９
９
万
５
０
０
０
円

・
指
定
期
間

　
　

24
年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間

指定管理が決まった鷹架野鳥の里森林公園指定管理が決まった鷹架野鳥の里森林公園
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特別委員会が国のエネルギー
政策の検討状況を調査

　去る３月７日（水）むつ小川原エネルギー
対策特別委員会（三角武男委員長）は、資源
エネルギー庁核燃料サイクル産業立地対策室
長の佐野俊氏を招き、福島第一原子力発電所
の事故を踏まえ、国が検討を行っているエネ
ルギー政策の検討状況について調査を行いま
した。
　佐野室長からは、現行のエネルギー政策に
至った経緯をはじめ、本夏にとりまとめるこ
とになっている「革新的エネルギー・環境戦
略」に向けた政策見直しの基本方針、作業ス
ケジュール、原子力および核燃料サイクルに
かかる検討状況（核燃料サイクルにおける技
術選択肢の技術成立性、資源利用効率、経済性、
安全性の特性評価）などについて説明があり
ました。
　委員からは、「計画策定にあたっては、安全
性・財政面・環境対策などのどの部分に重点
をおいて検討しているのか。」、「福島第一原子
力発電所の事故の検証もきちんとやらない段
階で将来の原子力政策を位置付けるのはいか
がなものか。」、「再生可能エネルギーの推進に
どのように取り組んでいるのか。」、「脱原発を
選択した場合、安定した代替エネルギーを確
保できるのか。」などの質問が出されたほか、

「経済・雇用面に重視し、原子力エネルギーを
軸とした計画の策定をすべきである。」、「現時
点においてサイクル事業をやめることは非現
実的な考えであり、サイクル事業をきちんと
進めるべきである。」などの意見がありました。
　最後に、委員長から「エネルギー政策の検
討状況に進展が見られた際には、再度、委員
会に説明をお願いしたい。」、佐野室長からは、
「六ヶ所村には、長期間にわたり国策に理解・
協力・支援をいただいてきた。このようなこ
とも念頭に、議論の方向性を考えていきたい。
そして、説明の機会をいただければ、再度、
説明に伺いたい。」と回答がありました。

国の検討状況を委員に説明する佐野室長

近藤駿介原子力委員長に原子力政策の推進を要望する古川村長と議員（昨年 10月）
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昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
・
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
・
台
風
の
影

響
に
よ
る
記
録
的
な
降
雨
な
ど
、
日
本

列
島
各
地
で
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
た

１
年
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
く

中
、「
ナ
デ
シ
コ
ジ
ャ
パ
ン
の
Ｗ
杯
優
勝
」

は
国
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
、
後
に
、

国
民
栄
誉
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
０
１
２
年
は
、
長
か
っ
た

雪
景
色
か
ら
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
桜
の

開
花
と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
考
を
兼
ね
た
国

際
大
会
が
次
々
と
開
催
さ
れ
、
残
り
少

な
い
代
表
チ
ー
ム
の
決
定
が
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

４
年
に
一
度
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
と

し
て
今
夏
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
、
第
30
回
の
記
念
す
べ
き
大
会
で
、

64
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
英
国
ロ
ン
ド

ン
を
舞
台
に
７
月
27
日
か
ら
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
金
メ
ダ
ル
獲

得
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本
代
表
選

手
団
の
メ
ダ
ル
獲
得
を
期
待
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
の
夏
は
、
多
く
の
方
々
が
ビ
ー

ル
片
手
に
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
に
な
っ
て

日
本
選
手
団
の
応
援
を
し
て
き
た
と
思

い
ま
す
が
、
一
向
に
進
ま
な
い
原
発
再

稼
働
の
影
響
も
あ
っ
て
、
昨
年
以
上
の

節
電
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
４
年
に
一
度

の
楽
し
み
を
、
電
気
不
足
で
奪
わ
れ
な

い
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

編

集

後

記

六
ヶ
所
村
議
会
広
報
委
員
会

　

委
員
長　

木　

村　

廣　

正

　

副
委
員
長　

岡　

山　

勝　

廣

委　

員　

鳥
谷
部　

正　

行

　

委　

員　

鳥　

山　

義　

隆

　

委　

員　

髙　

田　

博　

光

議会も応援します　泊中学校ボランティア部議会も応援します　泊中学校ボランティア部

６月定例会会期日程（案）
日　　　程 開催日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 ６月４日（月） 本会議 (午前 10 時 )
開会、提出議案上程・説明、

委員会付託　

第２日目 ６月５日（火） 休　　会 常任委員会※１

第３日目 ６月６日（水） 休　　会 特別委員会※２

第４日目 ６月７日（木） 本会議 (午前 10 時 ) 一般質問

第５日目 ６月８日（金） 本会議 (午前 10 時 ) 議案審議

第６日目 ６月９日（土） 休日休会

第７日目 ６月 10 日（日） 休日休会

第８日目 ６月 11 日（月） 本会議 (午前 10 時 ) 議案審議、委員長報告、閉会

※１　総務企画常任委員会　10 時 00 分～
　　　産業建設常任委員会　13 時 30 分～
※２　むつ小川原エネルギー対策特別委員会　10 時 00 分～　

※日程は、変更されることがあります。

３月定例会の傍聴人は 41人でした。
あなたも議会の傍聴をしてみませんか。
傍聴は村政を知る良い機会です。

定例会は、３月、６月、９月、12 月の年４回
開催されます。
臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局 Tel 72 － 2111（内線 411
または 412）へお尋ねください。

議会
傍聴

　記録的な大雪となった今年の冬は、誰もが雪片付けに悲鳴を上げたものと思います。
　泊中学校では、赤石凌生徒会長と林下航史副会長の提案で、全校生徒が所属するボランティア部を組織
し、本年３月 21日（水）『冬の雪かき大作戦』と題し、地域の雪片付けをしました。
　実施するにあたり、「地域への広報をどうするか。」、「作業場所への移動手段は。」、「雪片付けに必要と
なる機材は。」など、さまざま課題はありましたが、生徒会執行部で何度となく話し合いをし、定期的に
発行している学校だより『かこ船』による地域への周知に加え、泊町内会の皆さんやＰＴＡの協力のもと、
計画どおり実施することができました。
　当日は、日ごろ活動している部活動の部員ごとに分かれ、地
域から要望のあった９箇所の雪片付けを行いました。
　子どもが自主的に、地域のためになることを探して実行した
『雪かき大作戦』は、それぞれの生徒がボランティア活動を通
じた地域との絆を感じたことと思います。
　４月には、それぞれ進級しましたが、ボランティア部は解散
することなく、これからも地域のために活発に活動して参りま
す。　　　　　　　　　　　　　　（文責　泊中学校　小山田）


